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水道の水源とは？

東京都水道局　小島　理緒
（令和６年度抄録委員会委員）

１．水道水源の種類と日本の水道水源�
水道の水源は大きく分けて、地表水と地下水に分かれます。地表水には、河川水、ダム水、湖沼水があり、

地下水は、伏流水、井戸水、湧水に分けられます（図 -1）。
日本の水道水源全体で見ると、約４分の３が地表水、約４分の１が地下水・その他となっていますが（図 �-
2）、水道水源の構成は地域によって異なります。私の所属する東京都水道局では水源のほとんどが地表水
ですが、地下水が豊富なことで有名な熊本市は、水道水の100％を地下水で賄っているそうです。

２．ダムの必要性�
日本の水道水源の約半分はダム水が占めていますが、どうしてダム水が多いのでしょうか。日本は、降水

量は多いものの、季節による差が大きく梅雨や台風の時に集中して雨が降る傾向にあります。また、地形的
にも山地と海の距離が近く、降った雨はすぐに海に流れてしまいます。このような事情から、水を安定的に
利用するには、雨の多い時期に水を貯留し、必要な時に放流を行うなど、河川の流量を調整する必要があり
ます。このため、全国各地でダム等の貯水施設が設けられています。

３．海水淡水化施設�
従来のダム等による水資源開発と異なる手法の一つとして、海水の淡水化があります。海水の淡水化は、

季節や天候の影響を受けずに水道水を確保できる等のメリットがあります。国内の大規模なものとして、福
岡県に日量５万 m3、沖縄県に日量４万 m3の造水能力を持つ海水淡水化施設があります。こうした淡水化
施設の造水能力は、2020年３月末時点で、全国で日量約11万 m3となっています。

また、緊急用として用いられる、可搬式の海水淡水化装置もあります。ニュース等でご覧になった方も多
いかもしれませんが、令和６年能登半島地震では、（独）水資源機構の保有する可搬式浄水装置による給水
支援が行われました。
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図 -1　水道水源の種類１）

配水管等の布設工事　福島県白河市水道部　提供

　令和４年度の年間取水量は約 152 億㎥です。水道の水源のうちダムに貯留された水及び河川水、湖沼水が約４
分の３を占めています。また、浄水処理方法は、急速ろ過、緩速ろ過、膜ろ過、消毒のみの４つの方式に分類され
ますが、いずれの方式を採用する場合でも消毒施設を設け、塩素剤による消毒を行うことが義務付けられています。
　近年では、水道水源の水質悪化等から、おいしい水を得るために膜ろ過や高度浄水処理も採用されています。こ
の高度浄水処理とは、通常の浄水処理では十分に対応できない臭いやトリハロメタン等を、活性炭処理やオゾン処
理、生物処理等により除去する方式のことをいいます。

水道水源と浄水処理方法2

  全国の管路の総延長は、令和４年度には 744,681km となり、管路の整備が図られていることがわかります。なお、
老朽管更新事業の推進により、鋳鉄管、石綿セメント管更新時には、耐震性を有した管と交換するなど、計画的に
整備を進めています。

水道施設の整備 3

▼水道水源の種別（上水道＋用水供給の合計） ▼浄水処理方法別の浄水量

管種別管路延長（用水供給を含む）� （千km）

年度
種別

平成14年
（2002）

平成24年
（2012）

令和4年
（2022）

ダクタイル鋳鉄管 306.10 364.99 403.44
（内 耐震型継手を有する） （24.14） （56.30） （99.02）
鋼管 18.81 18.36 18.32
硬質塩化ビニル管 181.47 204.14 240.79
ポリエチレン管 10.87 27.24 61.90
鋳鉄管 28.53 17.01 10.76
石綿セメント管 21.07 6.50 3.01
その他 5.29 6.48 6.46

合 計 572.14 644.72 744.68
出典）水道統計
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出典）水道統計（令和４年度）出典）水道統計（令和４年度）

図 -2�　日本の水道水源の種別（令和４年度、上
水道＋用水供給の合計）２）


